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コンビの赤ちゃん工学より生まれた、「フルリクA」は、赤ちゃんの体の特徴、発育状況を、心身両面より研究し、

開発されたベビーカーです。赤ちやんのすこやかな成長とともに、ながくご愛用いただきますよう、お願い申しあ

げます。

1)居 住1生|よ?

●フルリクAは、おフトンのような柔らかシートで、

赤ちゃんにソフトな座りごこちです。

●4段階リクライエングで、ベッドに寝たのと同じ姿

勢が保て、2カ月の赤ちゃんにも安心です。

2)快 適性|よ?

●ハンドルの方向切り替えで、お母さんの顔を見たり、

外の風景を見たりできます。

●シー トは、汗かきの赤ちゃんのために、綿100%の 表

地を使用しました。

●シー トは、簡単に取りはずして、水洗いできるため、

いつも清潔な状態で使用できます。

r● 大型幌が、風や太陽光線から赤ちゃんをしっかりと

ガー ドします。

●FH-439の足カバーは、冷たい風や寒さから赤ちゃん

をやさしくガー ドします。(FH…389はオプション)

3)安 全 1生は ?

●コンビ独自のリンク式サスペンションで、悪路でも、

小さな赤ちゃんへの影響を極力少なくしました。

●ス トッパーは確実性の高いダブルロック方式を採用

しました。

●シー トベル トは、赤ちゃんの成長に合わせて調整で

きるので、赤ちゃんを優 しく、しっかリホール ドじ

ます。

1)操 作 1生は ?

●開閉操作は、赤ちゃんを抱いたまま、つま先でワンタ

ッチ。リクライエングは片手で簡単に操作できます。

●ハンドルの方向切り替え(背画 ・対面)が簡単にでき、

ハンドルの高さを身長に合わせて調整できます。

O FH-439には、赤ちゃんの乗せおろしがしやすい3点

式のシートベル トバックルを採用しました。

2)移 動に1よ?

●キャスター機構の車輪により、方向転換がスムーズ

にできます。

3)お 買しヽ物|よ?

●ジャンボサイズの買い物カゴで従来のお買い物の不

便さを解消しました。

●お買い物を入れたまま、買い物カゴを取りはずして

持ち運びができます。

4 ) J 叉納1生|よ?

●コンパク トに折りたため、自立 しますので収納場所

をとりません。

●ハンドルを折 り曲げればさらに低 くなります。

5)あ 洗濯は ?

●シートが簡単にはずれ、洗濯機で水洗いができます。

またアームレストカバーや幌も簡単に取りはずして

ブラシ洗いができます。
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まずハンドルグリップが折り曲げてある場合は、まっす

ぐに起こします。(梱包時はハンドルグリップを折り曲げ →

てあります。)ハ ンドルグリップのアジャストボタンを

左右同時に押しながら起こしてください。

本イ本後部にある、左右の開閉ロックをカチッと音がする

までつま先で押し下げてください。

卜
成

膨

ハンドルを持ち上げるようにするか、アームレストの先

端を下に押し下げるようにしますと徐々に開きはじめて

自然に組み立てられます。

妻開播鰭静
盤 孵

ハンドルグリップのハンドルアジャス

トボタンを左右同時に押しながら、角

度を変えれば、ハンドルの高さが変わ

ります。身長に合わせて使いやすい高

さをお選びください。ハンドルアジャ

ストボタンから才旨をはなせば自動的に

固定されます。 浦

↑

１

‥

→



〔組み立て万〕
①幌の前後を確かめて (幌レバー(ハジキ)側が

前部)、ジョイント部分をしっかり差し込んで

②図のように幌の先端部、後部を持ってひろげ

てください。

③次に左右の幌レバー(ハジキ)の関節部を指で

押し固定してください

〔幌のたたみ方〕
④左右の幌レバー(ハジキ)の関節部の中央を下

からす甲し」■げてから

⑤幌をたたみます。

(幌をはずす場合〕
⑥幌のジョイント部分を図のように真上に引き

抜いてください。幌をはずすことができます。

密扱

〔買しヽ物カゴのセッティング〕
図のように、買い物カゴの①部を本体の①部にカチッと

音がするまで完全に差し込んでくださぶ。

(買い物カゴを使用しないとき)
カゴフックを本イ本背部のカゴ

フックホルダーにセットして

ください。

(買い物カゴを取り|よずすとき)
買い物カゴを開いた】犬態で

①カコ汁牛の左右を交互に後方ヘ

強く引いてください。

②lE部の回ックが解除されます

ので、買い物カゴの両サイ ド

を持って後に引き抜いてくだ

さい。

①(カゴ取り付けスライド)

③(カゴ取り付けホルダー)



リクライエング角度は 4段階に調節できます。

図のように、リクライエングレバーを持ち上げながら、

背面の角度を変えます。適度な角度の位置で手を離 し

ます。

ゑ搾:華騨1響等|

討親密難争無押

ハンドルロックを左右同日寺に51き上げるとハン

ドルの向きが変えられます。

方向転換がスムーズに行えるよう車輛の向きが変わる機構を

キヤスターといしヽます。

キャスターを固定して使用する場合には、ハンドルの方向(対面 ・背画)によっ

て固定する位置がちがいます。固定する位置を間違えて使用しますと大変押し

づらくなります。下の説明をよくご=勤年の上、正しい位置でご使用ください。

効↓ネ（∩）

固定位置

対面位置ではキャスター走行は

できませんのでご注意 ください。

(キャスターを使用する場合)固定「
キャスター回ックレバーを下に  ｀ f

さげると白ックが解除されま抗 解除
↓

(キャスターが使 用できます)

〔キャスターを使用しない場合〕
キャスターロックレバーの回ックを角卒除した】犬態で、キ

ャスター部をわずかに横に動かした後、進行方向に前進

させると自然にキャスターは正しい位置になります。こ

の位置で固定してください。
こちら側で固定

ベビーカーから離れるときは必ずブレーキをかけてくだ

さい。後車輪内側左右のストッパーを下に惇」した後ベビ

ーカーを前後に軽く動かしてブレーキが正しくかかって

いるか確認してください。

ブレーキ解除



ン
①蜂トンンン的③″焼

④

ro
ロックする

シー トがリクライエング位置にある場合は、

背をいちばん立てた位置に戻してくださいc

lAD左右の幌レバー(ハジキ)の関節部の中央

を下から押し上げてから

⑤幌をたたみます。

買い物カゴを本体背面の位置に戻Ⅸ ください

ハンドルを背面位置にしてください。

ハンドルグリップが折り曲げてある場合は

まっすぐに起こします。

左右のキャスタ
ーロックレバーを背面時の正しい位置で回ックしてください

本体後部にある(左 右の開閉回ック

を、カチッと音がするまでつま

先で押し下げてください。

ハンドルを前方向に軽 く持ち上げるようにしながら、前

輪を支点にして矢印

の方向に力を加える ―

た晶沓写Fり
た
    ↓

必要に応じて、ハンドルグリッブを折り曲げれば、

に低くコンパクトになります。

さ ら



〔取り付け方〕
セーフティガー ド正面の 《C,MBI夕移″》マークの上下を確かめて、アームレスト(ひじかけ)のガー

で押し込みます。左右とも確実にセットされたか、ひっぱってチェックしてください。

〔はずし方)
①図のように、アームレスト (ひじかけ)の 下側にある

ガードジョイントボタンを上にす甲し上げながら、

②セーフティガー ドを片側づつ引き抜いてはずしてくだ

さい。

②引き抜く

ド穴にカチッと音がするま

●セーフティガードを使わないときは、ガード穴にお子様

がオ旨を入れないようにガードキャップ(ガード穴用フタ)

を取り付けます。シートをめくり、座面に取り付けてあ

るガードキャップを下から才旨です甲し上げてはずします。

次にキャップの上下を確かめてガード穴に取り付けま抗

(図③)

●ガードキャップは図のようにコインを差し込めば、はず

せます。(図④)

ョイントボタンを押す

〔取り付け方〕
リクライエングをいちばん倒した角度にして、アームレストカバーの左右を確認し、

け)内 側前部の穴に差し込み、②後ろに水平にスライドさせ、③後部の 「ホック」

ホック(オス)

〔|よずし方〕
アームレストカバーをはずす場

合は、①ホックをはずし、②ア
ームレストカバーを前方にスラ

イドさせるとはずせます。

①白い 「突起」をアームレスト (ひじか

をはめてください。

足のせを使わないときは図のようにシートのホックをはずし、

足のせバーを座の中に押し込んでください。足のせを使用

する場合は、カチッと音がするまで強く51き出してください。

座の中に押 し込む



図のようにフルリクライエング状態にして、シート

の左右 3カ所ずつのホックをはずしてください。

次にシートを真上に引き抜くと、シートが本体より

はずれます。

ホック

シー トベル トの長さは、赤ちゃんの成長に合わせて調整

できます。

腰ベル トは、右図のように本体背部のベル ト穴位置を移

動できます。

万―、般ベル トをはずした場合や、腰ベル トから差し込

みバックルをはずした場合は、図①⑤のように確実にセ

ットしてください。

FH 439は、図のように持ってプ

レスボタンを強く押し、バックル

を前に才甲し出すようにすると、

簡単にはずすことができます。

＼ン

①足のせを引き出し、シートのホックをセットしてください。

②図のように足カバーの内側左右にあるベルトをセーフ

ティガー ドの下側からまきつけ、ホックで止めてくだ

さい。

③足カバー両側面のホックを左右のアームレストカバー

に止めてください。

④足カバーの底面は足のせの下側になるようセットして

ください。

●図のように両イ則面のゴムベルトをピンにかけてください。

●フ回ントカバーの底面は足のせの下側になるようセットしてください。

●フロントカバーの代わりに男」売の足カバーFF型を取り付けることもできます。

●フロントカバーにセーフティガードや日除けの色が移ることがありますが、

品質上問題はありません。



●使用してよい字し幼児の年令………生後 2カ月以上満2才まで

連続使用時間…………………… …2時間以内が望ましい。

●ご使用になる場合は、折りたたみ構造の止

め金具などがしっかりかかっているか (完

全に開いた】大態であるか)を、

ハンドルを上下させ

て確認してからご

使用ください。

●使用中には必ずシートベ

ルトを締めてください。

また、シートベルトを締

めていても万一の立ち上

りに対しては十分ご注意

ください。

●乳幼児を乗せたまま、持ち上

げないでください。階段等で

手を滑らせると大変危険で抗

●乳幼児や荷物を乗せた時には、特にストッパーを過信

しないようにご注意 ください。(構造上、自動車のブレ

ーキのような安全なものではありません。)

●二人以上の予し幼児を同時に乗せた

り、シート以外のところに乗せ

ないでください。また乳幼児

をベビーカーの中で立たせな

いでください。

●乳幼児を乗せている時、

買い物カゴツ トのところ

に荷物を乗せたり、つる

したりしないでください。

●歩道等の段を上がる時

はハンドルを対面でな

く背画の状態でご使用

ください。   、

●ご使用中ハンドルによりかかったり、過度の荷重をか

けると、転倒するおそれがありますので、十分にご注

意ください。

●路上に駐停車する時、乳幼児は絶対に置き去りにしな

いでください。また空車であっても坂の途中、車道に

近い歩道など、危険な場所に放置しないでください。

水流調整を⑤にセットして、

通常の洗斉」を使用してくださ

い。脱水した後、日陰で平干

ししてください。漂白斉Jは使

用しないでください。

●日除け(幌)、アームレストカ

バー、足カバー等はブラシ洗いしてください。水洗いし

た後、車か たヽ布で水分をvS、き取り、陰干ししてください。

●骨組みフレームに汚れがついたときは洗斉」またはぬれた

布でほこりや汚れを落し、乾いた布で仕上げてください。

●草輪についた泥は、必ずvS、き取ってくたさぃ。

●古くなって注油が必要と思われる場合は、必ず潤滑油を

少量お使いください。食用油はほこりがつきやすく、か

えって機能を低下させます。またキャスター部分への注

油はおやめください。

●湿気をおびたまま放置しますと、カビがはえることがあ

ります。乾いた布でしS、いた後、乾かして湿気をとるよう

に心がけましょう。

C J I


